
数学Ⅱ・数学Ｂ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 �
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。
第４問

第５問

― １５ ― （２２０５―１５）



第１問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕 座標平面上に点 A（�，�），P（cos�θ，sin�θ），Q（�cos�θ，�sin�θ）を

とる。θが
π

� ≦ θ＜ πの範囲を動くとき，AP
２＋ PQ２の最大値と最小値を

求めよう。

AP２は

AP２＝ ア － イ cos�θ

＝ ウ － エ cos２ θ

である。また，PQ２は

PQ２＝ オ － カ cos θ

である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（１５ページ参照。）数学Ⅱ・数学Ｂ

― １６ ― （２２０５―１６）



π

� ≦ θ＜ πであるから， キク ＜ cos θ≦
ケ

コ
である。し た

がって，AP２＋ PQ２は，θ＝
サ

シ
πのとき最大値 スセ をとり，

θ＝
π

ソ
のとき最小値 タ をとる。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― １７ ― （２２０５―１７）



〔�〕 aを定数とする。xの方程式

４x＋a－２x＋a＋ a＝� ………………………… 

がただ一つの解をもつとき，その解を求めよう。

 X＝２xとおくと，Xのとり得る値の範囲は チ である。 チ

に当てはまるものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� X≧� � X＞� � X≧� � X＞�

また，を Xを用いて表すと，Xの�次方程式

２
ツテ

X２－２
ト
X＋ a＝� ………………………… 

となる。この�次方程式の判別式を Dとすると

D＝２
ツテ	

 ナ － ニ a��

である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― １８ ― （２２０５―１８）



 a＝
ナ

ニ
のとき，は チ の範囲でただ一つの解をもつ。し

たがって，もただ一つの解をもち，その解は x＝
ヌネ

ノ
である。

 a≠
ナ

ニ
のとき，が チ の範囲でただ一つの解をもつため

の必要十分条件は， ハ である。 ハ に当てはまるものを，次の

�～�のうちから一つ選べ。

� a＞� � a＜�

� a≧� � a≦�

� a＞
ナ

ニ
� a＜

ナ

ニ

ハ のとき，もただ一つの解をもち，その解は

x＝ ヒ a－ フ ＋ log２	
 ヘ ＋� ナ － ニ a��

である。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― １９ ― （２２０５―１９）



第２問 （必答問題）（配点 ３０）

aを正の実数とし，放物線 y＝�x２を C１，放物線 y＝�x２＋ a２を C２とす

る。C１と C２の二つの共有点を x座標の小さい順に A，Bとする。また，C１と

C２の両方に第�象限で接する直線を lとする。

 Bの座標を aを用いて表すと�� ア ， イ a
ウ �
�である。

直線 lと二つの放物線 C１，C２の接点の x座標をそれぞれ s，tとおく。lは

x＝ sで C１と接するので，lの方程式は

y＝ エ sx－ オ s
カ

と表せる。同様に，lは x＝ tで C２と接するので，lの方程式は

y＝ キ tx－ ク t
カ
＋ a２

とも表せる。これらにより，s，tは

s＝�
ケ

コ
a， t＝�

ケ

サ
a

である。

放物線 C１の s≦ x≦ ア の部分，放物線 C２の ア ≦ x≦ tの部

分，x軸，および�直線 x＝ s，x＝ tで囲まれた図形の面積は

シ � ス － セ

ソ
a
タ

である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２０ ― （２２０５―２０）



 実数 p，q，rに対し，関数 f（x）＝ x３＋ px２＋ qx＋ rを考える。f（x）は

x＝－�で極値をとるとする。また，曲線 y＝ f（x）は点 A，Bおよび原点を通

るとする。

こ の と き，p＝ チ ，q＝ ツテト ，r＝ ナ で あ り，f（x）の

極小値は ニヌネ である。

また，a＝ ノ � ハ であり，曲線 y＝ f（x）と放物線 C２の共有点

のうち，A，Bと異なる点の座標は�� ヒフ ， ヘホ �
�である。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２１ ― （２２０５―２１）



第３問 （選択問題）（配点 ２０）

sを定数とし，数列｛an｝を次のように定義する。

a１＝
�
� ， an＋１＝

２an＋ s
an＋２

（n＝�，�，�，…） ……… 

 s＝�とする。a２＝ ア ，a１００＝ イ である。

 s＝�とする。bn＝
�
an
とおくと，b１＝ ウ である。さらに，bnと

bn＋１は関係式 bn＋１＝ bn＋
エ

オ
を満たすから，｛an｝の一般項は

an＝
カ

n＋ キ

である。

 s＝�とする。cn＝
１＋ an
１－ an

とおくと，c１＝ ク である。さらに，cn

と cn＋１の関係式を求め，数列｛cn｝の一般項を求めることにより，｛an｝の一般

項は

an＝ ケ －
コ

サ
シ
＋１

であることがわかる。ただし， シ については，当てはまるものを，次の

�～�のうちから一つ選べ。

� n－� 	 n－� 
 n � n＋� � n＋�
（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２２ ― （２２０５―２２）



 の数列｛cn｝について

�
���

�

ck ck＋１＝
スセ

ソ

�
� タ

n

－���

である。

次に，の数列｛an｝について考える。s＝�であることに注意して，の

漸化式を変形すると

an an＋１＝ チ （an－ an＋１）＋ ツ

である。ゆえに

�
���

�

ak ak＋１＝ テ ＋
ト

サ
ナ
＋ ニ

である。ただし， テ と ナ については，当てはまるものを，次の

�～�のうちから一つずつ選べ。同じものを選んでもよい。

� n－	 
 n－� � n � n＋� � n＋	

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２３ ― （２２０５―２３）



� �

� � � �

� �

�

� � �

� � � � � � �

� �

� � �

第４問 （選択問題）（配点 ２０）

点 Oを 原 点 と す る 座 標 空 間 に�点 A（�，－�，�），B（�，�，�），

P（�，－�，－�），Q（�，�，－�）がある。�点 O，P，Qを通る平面を αと

し，
��
OP＝ p，

��
OQ＝ qとおく。平面 α上に点Mをとり，����AM��＋����MB��が最小

となるときの点Mの座標を求めよう。

 ��p��＝� ア ，��q��＝� イ で あ る。ま た，pと qの な す 角 は

ウエ °である。

 pおよび qと垂直であるベクトルの一つとして

n＝	
�， オ ， カ �
�

をとる。

��
OAを実数 r，s，tを用いて

��
OA＝ r n＋ s p＋ t qの形に表したときの

r，s，tを求めよう。

��
OA・n＝ キ ，n・n＝ ク ，n⊥ p， n⊥ qであることから，

r＝ ケ と な る。ま た，
��
OA・p，

��
OA・qを 考 え る こ と に よ り，

s＝ コ ，t＝ サシ であることがわかる。

同様に，
��
OBを実数 u，v，wを用いて

��
OB＝ u n＋ v p＋ w qの形に表した

とき，u＝ ス である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２４ ― （２２０５―２４）



� � �

� � � � � � � � � �

 r，s，tをで求めた値であるとし，点 Cは
��
OC＝－ r n＋ s p＋ t qとなる

点とする。Cの座標は

�
� セ ， ソタ ， チツ �

�

である。また，線分 BCと平面 αとの交点は，BCを�： テ に内分す

る。

n⊥ p， n⊥ q，
��
OA＝ r n＋ s p＋ t q，

��
OC＝－ r n＋ s p＋ t qであること

により，線分 ACは平面 αに垂直であり，その中点は α上にある。よって，α

上の点Mについて，����AM��＝����CM��が成り立ち，����AM��＋����MB��が最小となる

Mは線分 BC上にある。したがって，求めるMの座標は

�
�

ト

ナ
，
ニヌ

ネ
， ノハ

�
�

である。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２５ ― （２２０５―２５）



第５問 （選択問題）（配点 ２０）

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて２９ページの正規分布表を

用いてもよい。

ある菓子工場で製造している菓子�個あたりの重さ（単位は g）を表す確率変数

を Xとし，Xは平均m，標準偏差 σの正規分布 N（m，σ２）に従っているとす

る。

 平均mが５０．２で，標準偏差 σが０．４のとき，この菓子工場で製造される菓

子�個あたりの重さが５０g未満となる確率は，Z＝ X－m
σ

が標準正規分布

に従うので

P（X＜５０）＝ P��Z＜－ ア ． イ �
�＝０． ウエ

である。

 標準偏差 σが０．４のとき，製造される菓子�個あたりの重さが５０g未満と

なる確率が０．０４となるようにmの値を定めることを考える。まず，標準正規

分布に従う確率変数 Zについて，P（Z＜ z）が最も０．０４に近い値をとる zを正

規分布表から求めると P��Z＜－ オ ． カキ �
�＝０．０４０１であることが

わかり，z＝－ オ ． カキ となる。よって

P��Z＜－ オ ． カキ �
�＝ P（X＜５０）

と考えることにより，mを クケ ． コ とすればよい。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２６ ― （２２０５―２６）



 この菓子工場では，製造された菓子を無作為に�個選び箱に詰めて�個の商

品としている。�個の菓子の重さ（単位は g）を表す確率変数を X１，X２，…，

X９とし，平均mは５０．２，標準偏差 σは０．４，また，箱の重さはすべて同じで

８０gとする。商品�個あたりの重さ（単位は g）を表す確率変数を Yとする

と，Yの平均は サシス ． セ ，Yの標準偏差は ソ ． タ であ

る。

X１，X２，…，X９の標本平均 Xが５０未満である確率を求めよう。標本平均

の分布が正規分布であることを利用すると，Xの標準偏差が
０．４

チ
である

ので，確率は０． ツテ となる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２７ ― （２２０５―２７）



 この菓子工場では，新しい機械を導入した。新しい機械については，標準偏

差 σは０．２であるが，平均mはわかっていない。mを推定するために，この

機械で１００個の菓子を試験的に製造したところ，それらの菓子の重さの標本平

均は５０．１０gであった。このとき，mに対する信頼度９５％の信頼区間は

５０． トナ ≦m≦５０． ニヌ

となる。

平均mに対する信頼区間 A≦m≦ Bにおいて，B－ Aをこの信頼区間の

幅とよぶ。信頼度と標準偏差 σは変わらないものとして，上で求めた信頼区間

の幅を半分にするには，標本の大きさを ネ にすればよい。 ネ に当

てはまるものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� ２５ � ５０ � １５０

� ２００ � ３００ � ４００

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２８ ― （２２０５―２８）



y

zz　0O

正 規 分 布 表

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の灰

色部分の面積の値をまとめたものである。

z０ ０．００ ０．０１ ０．０２ ０．０３ ０．０４ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．０９

０．０ ０．００００ ０．００４０ ０．００８０ ０．０１２０ ０．０１６０ ０．０１９９ ０．０２３９ ０．０２７９ ０．０３１９ ０．０３５９

０．１ ０．０３９８ ０．０４３８ ０．０４７８ ０．０５１７ ０．０５５７ ０．０５９６ ０．０６３６ ０．０６７５ ０．０７１４ ０．０７５３

０．２ ０．０７９３ ０．０８３２ ０．０８７１ ０．０９１０ ０．０９４８ ０．０９８７ ０．１０２６ ０．１０６４ ０．１１０３ ０．１１４１

０．３ ０．１１７９ ０．１２１７ ０．１２５５ ０．１２９３ ０．１３３１ ０．１３６８ ０．１４０６ ０．１４４３ ０．１４８０ ０．１５１７

０．４ ０．１５５４ ０．１５９１ ０．１６２８ ０．１６６４ ０．１７００ ０．１７３６ ０．１７７２ ０．１８０８ ０．１８４４ ０．１８７９

０．５ ０．１９１５ ０．１９５０ ０．１９８５ ０．２０１９ ０．２０５４ ０．２０８８ ０．２１２３ ０．２１５７ ０．２１９０ ０．２２２４

０．６ ０．２２５７ ０．２２９１ ０．２３２４ ０．２３５７ ０．２３８９ ０．２４２２ ０．２４５４ ０．２４８６ ０．２５１７ ０．２５４９

０．７ ０．２５８０ ０．２６１１ ０．２６４２ ０．２６７３ ０．２７０４ ０．２７３４ ０．２７６４ ０．２７９４ ０．２８２３ ０．２８５２

０．８ ０．２８８１ ０．２９１０ ０．２９３９ ０．２９６７ ０．２９９５ ０．３０２３ ０．３０５１ ０．３０７８ ０．３１０６ ０．３１３３

０．９ ０．３１５９ ０．３１８６ ０．３２１２ ０．３２３８ ０．３２６４ ０．３２８９ ０．３３１５ ０．３３４０ ０．３３６５ ０．３３８９

１．０ ０．３４１３ ０．３４３８ ０．３４６１ ０．３４８５ ０．３５０８ ０．３５３１ ０．３５５４ ０．３５７７ ０．３５９９ ０．３６２１

１．１ ０．３６４３ ０．３６６５ ０．３６８６ ０．３７０８ ０．３７２９ ０．３７４９ ０．３７７０ ０．３７９０ ０．３８１０ ０．３８３０

１．２ ０．３８４９ ０．３８６９ ０．３８８８ ０．３９０７ ０．３９２５ ０．３９４４ ０．３９６２ ０．３９８０ ０．３９９７ ０．４０１５

１．３ ０．４０３２ ０．４０４９ ０．４０６６ ０．４０８２ ０．４０９９ ０．４１１５ ０．４１３１ ０．４１４７ ０．４１６２ ０．４１７７

１．４ ０．４１９２ ０．４２０７ ０．４２２２ ０．４２３６ ０．４２５１ ０．４２６５ ０．４２７９ ０．４２９２ ０．４３０６ ０．４３１９

１．５ ０．４３３２ ０．４３４５ ０．４３５７ ０．４３７０ ０．４３８２ ０．４３９４ ０．４４０６ ０．４４１８ ０．４４２９ ０．４４４１

１．６ ０．４４５２ ０．４４６３ ０．４４７４ ０．４４８４ ０．４４９５ ０．４５０５ ０．４５１５ ０．４５２５ ０．４５３５ ０．４５４５

１．７ ０．４５５４ ０．４５６４ ０．４５７３ ０．４５８２ ０．４５９１ ０．４５９９ ０．４６０８ ０．４６１６ ０．４６２５ ０．４６３３

１．８ ０．４６４１ ０．４６４９ ０．４６５６ ０．４６６４ ０．４６７１ ０．４６７８ ０．４６８６ ０．４６９３ ０．４６９９ ０．４７０６

１．９ ０．４７１３ ０．４７１９ ０．４７２６ ０．４７３２ ０．４７３８ ０．４７４４ ０．４７５０ ０．４７５６ ０．４７６１ ０．４７６７

２．０ ０．４７７２ ０．４７７８ ０．４７８３ ０．４７８８ ０．４７９３ ０．４７９８ ０．４８０３ ０．４８０８ ０．４８１２ ０．４８１７

２．１ ０．４８２１ ０．４８２６ ０．４８３０ ０．４８３４ ０．４８３８ ０．４８４２ ０．４８４６ ０．４８５０ ０．４８５４ ０．４８５７

２．２ ０．４８６１ ０．４８６４ ０．４８６８ ０．４８７１ ０．４８７５ ０．４８７８ ０．４８８１ ０．４８８４ ０．４８８７ ０．４８９０

２．３ ０．４８９３ ０．４８９６ ０．４８９８ ０．４９０１ ０．４９０４ ０．４９０６ ０．４９０９ ０．４９１１ ０．４９１３ ０．４９１６

２．４ ０．４９１８ ０．４９２０ ０．４９２２ ０．４９２５ ０．４９２７ ０．４９２９ ０．４９３１ ０．４９３２ ０．４９３４ ０．４９３６

２．５ ０．４９３８ ０．４９４０ ０．４９４１ ０．４９４３ ０．４９４５ ０．４９４６ ０．４９４８ ０．４９４９ ０．４９５１ ０．４９５２

２．６ ０．４９５３ ０．４９５５ ０．４９５６ ０．４９５７ ０．４９５９ ０．４９６０ ０．４９６１ ０．４９６２ ０．４９６３ ０．４９６４

２．７ ０．４９６５ ０．４９６６ ０．４９６７ ０．４９６８ ０．４９６９ ０．４９７０ ０．４９７１ ０．４９７２ ０．４９７３ ０．４９７４

２．８ ０．４９７４ ０．４９７５ ０．４９７６ ０．４９７７ ０．４９７７ ０．４９７８ ０．４９７９ ０．４９７９ ０．４９８０ ０．４９８１

２．９ ０．４９８１ ０．４９８２ ０．４９８２ ０．４９８３ ０．４９８４ ０．４９８４ ０．４９８５ ０．４９８５ ０．４９８６ ０．４９８６

３．０ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８８ ０．４９８８ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９９０ ０．４９９０

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２９ ― （２２０５―２９）
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